
問３３ イエスさまは、よみがえってから、どこへ行かれましたか。 
 
答え イエスさまは、天にかえり、神の右の座につかれました。 
 
聖書 イエスは使徒たちが見ている間に上げられた。そして雲がイエスを

包み、彼らの目には見えなくなった。（使徒の働き１章９節） 
イエス・キリストは天に上り、神の右におられます。御使いたち
も、もろもろの権威と権力も、この方に服従しているのです。 
（ペテロの手紙 第一３章２２節） 

＜解説＞ 
 答えに「天にかえり」とありますように、確かにイエス様は天へと昇られ
ましたが、天のどのあたりまで昇られたのだろうかと考える必要はありませ
ん。むしろ、ここでは「天」という言葉によって、神の領域を表していま
す。つまり、イエス様の昇天は、人として世に来られた方が再びご自分の領
域へと帰られたことを意味しています。それは、いわばご自分の世界へと帰
られたとも言えます。 

その天において、イエス様は私たちのためにとりなしをしていてください
ます。パウロが「だれが、私たちを罪ありとするのですか。死んでくださっ
た方、いや、よみがえられた方であるキリスト・イエスが、神の右の座に着
き、しかも私たちのために、とりなしていてくださるのです。」(ローマ人へ
の手紙 8:34）と言っているとおりです。イエス様は十字架におかかりにな
り、私たちの尊い罪の贖いとなられただけではありません。死からよみがえ
られ、天において今も生きておられる主イエス様が私たちのためにとりなし
続けていてくださいます。地上におられた時にペテロに「わたしはあなたの
ために、あなたの信仰がなくならないように祈りました。ですから、あなた
は立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい。」(ルカの福音書 22:32）
と言われたイエス様が私たちのために天において同じようにとりなしていて
くださるということは、私たちの信仰の大きな励ましとなるはすです。

１０月１９日（日）主日礼拝レジュメ 
「尊敬されて主の栄光を現す」 使徒の働き５章１２～１６節 

 
 12，13 節 
新改訳第三版「また、使徒たちの手によって、多くのしるしと不思議なわざ
が人々の間で行われた。みなは一つ心になってソロモンの廊にいた。ほかの
人々は、ひとりもこの交わりに加わろうとしなかったが、その人々は彼らを
尊敬していた。」 
 
新改訳２０１７「さて、使徒たちの手により、多くのしるしと不思議が人々
の間で行われた。皆は心を一つにしてソロモンの回廊にいた。ほかの人たち
はだれもあえて彼らの仲間に加わろうとしなかったが、民は彼らを尊敬して
いた。」 
 
 → 問題は、１２節の「皆」とは誰を指しているのか、１３節の「ほかの
人たち（人々）」は誰なのか。 
 

従来の解釈では、１２節の「皆」とは、初代教会のクリスチャンたちのこ
とで、１３節のほかの人たちとは、未信者であったり、信仰を持とうとしな
い人たちを指していると考えて、使徒たちの手により、多くのしるしと不思
議が人々の間で行われた。教会の者たち皆は、心を一つにしてソロモンの回
廊にいた。クリスチャンでないほかの人たちはだれもあえて彼らの仲間に加
わろうとはしなかったが、民は彼らを尊敬していたとなります。特に、新改
訳聖書第三版では、１３節を「ほかの人々は、ひとりもこの交わりに加わろ
うとしなかったが、その人々は彼らを尊敬していた。」と訳していますの
で、「ほかの人々」と「その人々」は明らかに同じ人たちを指していると思
われる。しかし、より妥当な解釈としては、１２節の「皆」は、使徒たちの
ことで、１２節の「ほかの人たち」は、使徒以外のクリスチャンたちを指し



ている。つまり、使徒以外のクリスチャンたちは、だれもあえて使徒の仲間
に加わろうとはしなかったということ。その一方で「民は彼らを（すなわち
使徒たちを）尊敬していた。」ということ。新改訳２０１７も、この解釈を
支持しているように思う。ですから、１３節のその人々を民に訳し変えたの
ではないか。 

 
それでは、なぜ初代教会の使徒以外のクリスチャンたちは、使徒たちの仲

間に加わろうとしなかったのか。恐らく教会の中にはユダヤ人指導者の迫害
を恐れた人たちがいたのではないか。 

４章でペテロやヨハネが民に話していると、祭司たち、宮の守衛⾧たち、
サドカイ人たちが彼らの所へやって来て、二人に手をかけて捕えた。彼らは
釈放された後、仲間のところに行き、祭司⾧たちや⾧老たちが彼らに言った
ことを残らず報告したので、当然教会の人たちは全員彼らの身に起こったこ
とや祭司⾧たちが言ったことをすべて知っていたはず。だから、自分たちが
使徒の仲間に加わって活動したら捕まえられることを恐れた。 

初代教会にも、いろいろな人がいた。バルナバのよう人もあり、アナニア
とサッピラの夫婦のような人もいた。４章３２節「信じた大勢の人は心と思
いを一つにして、だれ一人自分が所有しているものを自分のものと言わず、
すべてを共有していた」が、使徒たちの仲間には加わろうとしなかった。あ
る意味、それで良いのではないだろううか。私たちは、本来教会にあって
は、ただお一人神のみを見上げなければならないにもかかわらず、人を見
て、人のことが気になる。それが、さばきや周りの人への批判になってしま
ってはいないか。私たちは、神ではないので、人の信仰をとやかくいう権利
を持ち合わせてはいない。 

 
使徒たちは、自分たちがただなすべきことを行い、自分たちができること

を行った。彼らは主のみこころを行うということにおいて一致し、皆は心を
一つにしてソロモンの回廊にいた。そこに主が働かれて、主ご自身がみわざ

を行われて、そこに主の栄光が現されたということ。１５，１６節を見ます
と、それが病人に対する癒しであることが分かります。そしてエルサレムだ
けではなく、エルサレム付近の町々から、そして病人だけではなく、汚れた
霊につかれた人も連れて集まり、その人々はみな癒された。それが民の彼ら
への尊敬となった。 

 
私たちも仕事において主に仕えるようにするなら、必ず尊敬され、家にお

いても親や子どもたちに主に仕えるように仕えるなら、必ず尊敬される。み
ことばに記されていることを主のみこころとして行うなら、必ず尊敬される
ようになる。そのようにして私たちが主のみこころに生き、主のみこころを
行う中で、主はそこに働き、そこにみわざをなしてくださり、主はご自身の
栄光を現してくださる。使徒たちのみわざを行った結果は、「主を信じる者
たちはますます増え、男も女も大勢になった。」（14 節）ということだっ
た。主は私たち一人一人が、周りがどうこうではなく、主の御前に忠実に歩
み、奉仕をするところに主は働き、みわざをなして、ご自身の栄光を現して
くださる。 
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